
、　　・

　　　　オキ冷寒語とすれば，ongi，okiは凍る．風語から

　　　　　解けばwokiのokiで暴れとなる．転じて暴れると

　　　　　ころの海上が沖となる．山地では暴れ風，海岸では沖

　　　　　風．隠岐，激岐（因幡）一興玉祠（伊勢）置賜（羽前）＝
　　　　　オイタマ　　　　　　　　　　　　 オキ・ツ

　　　　　暴れ冷．興津，沖津＝沖風．
　　　　　　　　オ　　ロ　シ
　　　　オロシ．暴ろ風の転のorosi，．元元は張風のこと．オ・
く　　　　　　　　　　　　オロシベ

　　　　　シベは暴風吹．それが山から吹き下ろす風となり，颪
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オロ　シヱ
　　　　　の文字が作られた．下嵐江（陸中）＝暴風吹．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タツ　　　　カマイダチ．kamaiはつむじ，dattiは突風で，旋突

　　　　　’風のこと．

　　　　出し風．突をtot，と読む原語は韓語のdat，tatのな

　　　　　まり、，datsiは突風となる，それが出しとなまったも

　　　　　の．

　　　　ジゲ．djiは湿潤の意．そのジル，ジタは泥檸から汁，

　φ　　代となっている，風語では雨気の風このジが地とな・

　　　　　り，地風となっている』転じて，湿ける　海のしけ．
　　　　ぜ
　　　　・　重川（甲斐）重岡（豊後）茂森（陸奥）茂安（肥前）

　　　　タカとサガ．佐賀＝多賀は冷めたの意．気象崇拝の信

　　　　　仰では，上室ほど冷寒の度が高いことから転じて，上

。’　　　　察をタカ，サカと呼ぶ様になった．原意は冷風．なま

　　　　　ってタカは上室の北風サガは上室からの下り風とな

　　　　　っている．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　カカ　マツ
　　　　　高松（備中，安芸，讃岐）＝冷風吹．高丸山（岩代，
　　　　　　　　　タカマル　　　　　　　　　　タ　カ　オ
　　　　　陸前）＝冷風吹山．高尾二冷風吹・高向（越前，河内）
　　　　　　タカムク
　　　　　ー＝冷風吹＝多加牟久．
　　　　　　　　　　　　サカミ　　　　　　　　　　　　　　サカタ
　　　　　相模＝佐賀美＝冷風佐方，相方＝冷風＝・坂田．酒田

　　　　東尋坊．悪僧東尋坊の恨みの悪風と恐れられているが，

　　　　　実は突陣風で烈しい突風．

　　　　ベット風．hoiのheは韓語の旋風．tooは烈しく吹く

　　　　　の意．なまってbetooは烈しい旋風となる．愛知の

　　　　　知多，碧海，三重の志摩，吉津，静岡の田方等の風語．

　　ヨ　　悔へ一シ・大風の絡りに・今までとは反対の方向から吹く

ト 　　　強烈な風を，南鴛喜界嶋ではへ一シと蓉ろ．旋風の

　　　　　hoiがheとなり，風はsiで，旋風のこと．また

　　　　　出雲語．

　　　　ネコツ．北風ネは雪，ネコは雪降り，ツは風ゆえ，雪

　最近冷審紀録

1953（昭和28年）　6～8月の日照不足，6月中旬，

　7月中旬，8月下旬から9月上旬にかけての低温．稻

　の牧穫1威北海i道24％，東北ユ5％

1945（昭和20年）　5月より6月上旬．7月の低温に
　加え，台風の被害，職時中の肥料不足も加わる．穐の

　牧穫減全国李均35．6％，反当牧量L353石

1941（昭和16年）6～9月の低温，多雨，日照不足．

　稻の牧穫減北海道35％，全国李均17％

　降り風となる．
　　　　　　　　　　　　　　　ネ　コ　マ　　　　　　　　　「　・．鷲
　根子地（美濃）．猫間く山城）＝雪降風．猫間嶽（：岩講

　　　　　　　　　　　　　　　　ネモト　　　　　　。総
　代）．根本，根元（下総，常陸）＝雪風吹．　　　　㌧’磯・

ネギタ．北風（島根，編浦，美濃小野その他）もともと諜
　　ネギタ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騰
　は雪風であるカ㍉磁石の指針の北力㍉子に当ること’か☆1

ら・眞北風と解釈されている．　，　一遷
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　デなシモカゼ．・　青森県の各地に．北風や北東風にレシモ（12）一，簿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロタ　を冠する風語がたくさんにある．シモオヒは霜追め意☆還

窩上に対する下ではない・’　・、受糠
（・1）’シモカゼr騨JP・6α　　　．　・☆　

地名に魏郷謡茂郷・罐郡があり・下を冠する鱒

が多数堕るが・その中鴫風吹くの動詞め欝擁
原・俣・兀・丸村・守・枝を件うので・下シま気簾繋馨

　ま）ると見られる．　．　　　　　　　　　　　　　　　、・ 蕪驚

』と灘蕊欝灘曙欝欝鱗

灘禦欝蔽磐♂i灘
雛蕾講あ撚饗激，罵蘇鷲謙

　る．とζろが・それらの語尾が助詞ではなく，風語の・、，環
　　　　　　　　　　　　　　シマ　　　　シモ　　　　　　　　　　　　　　．姫，

　ba，maのなまりと見れば，凍風凍風となるので，職
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かいお風語が地名となっている脆あると云え様・　嘩
　以止は今も筒使われている風語の解析である．風，嘱風鷺

吹くの古代語はbar系の言葉であり，元々d5a系の1蒸

言鄭霧・霞を意昧したものであった・それ力覇り麟

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　むかすのカソジェが風を意昧する檬になって・ba1系の言鐵

葉は忘れられたと見られよう．それで，　　　　　　　・．雛

加佐一加曾加須加志加世　　一ず灘
　波佐　　波曾　　波須　　波志　　波世　　　　　　　一．鰭

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴお　阿佐　　阿曾　　阿須　　阿志　　阿世一　　　　　、肇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“馨
等の展化及びその関連語は，いずれも霧，霞を意昧する、瀬

古代語であったことになる．その解析は稿を改めて説明譲

する・　　　　『　　　。「』警
　　　　　　　　　　　　　　（北方民俗研究所）　　1灘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『．、兼

1935（昭和10年）　．特に北海道の被害甚大．稻の牧穫1憾

減言9％　　　　　『　　　　　∵購
1934（昭和9年）　東北地九北海道は大正2年に実ぐ・、鱗

　大冷害．稻の牧穫減全国亭均17％　　　　　　　　、騰

1931（昭和6年）　天候不順にて凶作．稻の牧穫減北海1、灘

　道48　％，　東ゴヒ　10～40　％

1913（大正2年）東北地万北海道早冷．稻の牧穫減北』業

　海道50％・東北地方30％　　　　　　・　、・』lll
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